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１．研究計画の概要 

WHO 主導の世界フィラリア症（F 症）征圧

計画は、集団治療（MDA）の実施により大き

な成果をあげ、今後の課題は、F 症根絶の確

認と再燃の監視に移った。それには感度の高

い診断法が必須で、我々は、血液の代わりに

尿を用いる尿 ELISA の有用性と意義を強調し

てきた。本研究では、MDA 後の低流行地で尿

診断の価値を再確認すると共に以下を行う。 

(1) F 症の根絶確認, 再燃の早期発見のため

の判定基準を確立する。 

(2) 見逃されている流行地を発見する。 

(3) 象皮病患者の治療、および遺伝学的背景

に関する研究を行う。 

(4) 目視による尿診断法を開発し応用する。 

(5) LAMP法の導入によるフィラリア媒介蚊の

感染率調査を実施し、根絶の指標としての媒

介蚊の意義を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 尿ELISAの有用性が再確認された：スリ

ランカの2 村（5 回のMDAによりミクロフィ

ラリア(mf) 感染率 ＜1％を達成）において、

尿ELISAと標準診断法とされるICT test（抗

原検出）の感度を比較・検討した。近年の感

染を示す10 歳以下の小児において、前者が

より高い感度を示した。 

(2) 尿ELISAを用い流行の終結を確認で

きた：マータラ県デニヤヤ地方で７校、

約1,000人の小学生を対象に、尿ELISAを

実施し、MDAの駆虫効果（感染率減尐）

を7年間にわたってフォローした。同地

方の流行は終結したと考えられる。 

(3) 尿ELISAによる追跡調査によってF 

症の再燃を監視（継続中）：マータラ県の

ワルガマ 及びゴール県のウナワツナは

再燃の可能性がある。これまでに住民約

2,000人を対象に血液、尿サンプルを採

取しており、今後も調査を継続する。 

(4) 媒介蚊のフィラリア感染を確認す

るための LAMP 法を開発した：媒介蚊 

60匹中に1匹の mf が存在すればその DNA

を検出できる。 

(5) 尿を検体とし、精密な機器を要しな

い新しい免疫診断法を開発した：赤色ラ

テックス・ビーズを用いた肉眼的診断法

（ビーズ法）である。バングラデシュで、

その感度、特異性の検討を行い良好な結果を

得た。また、スリランカの尿検体でも同様の

結果を得た。現在、キット化のための実験を

行っている。 

(6) 象皮病患者の調査：象皮病患者約 

100人を登録し、ルフナ大学と共同で検

診・治療・指導を行った。また、発症に

関わる遺伝子解析を行っている。 
 

３．現在までの達成度 

② おおむね順調に進展している。 
 野外調査の困難さ、現地の研究態勢を考慮
すると、予想以上の成果と言えるかもしれな
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い。ややスローペースであるが、期待された
成果はほぼ得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1) F 症再燃の監視のため追跡調査を実施

する（  研究の進捗状況の(3)を参照）。 

(2) 従来からの低流行地や、かっての紛

争地域内に存在する小学校（MDAが行わ

れていない）において尿診断を実施し、

見逃されている流行地の発見を試みる。 

(3) LAMP法の野外応用により、媒介蚊の

感染率を調査する。 

(4) 象皮病患者対策および関連遺伝子

に関する研究を継続する。 
(5) これまでに集積された疫学情報を数学
モデルを導入して解析する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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